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特
集

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

デ
ス
ク
の
運
営
協
力

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
来
札
さ
れ

た
方
へ
の
案
内
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
充
実
の
た
め
、

新
千
歳
空
港
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

札
幌
駅
に
延
べ
1
4
4
名

の
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
ま
し
た
。
関
係

者
の
移
動
に
伴
い
、
案
内

業
務
は
5
月
25
日
（
火
）か

ら
開
始
さ
れ
、
新
千
歳
空

港
は
6
月
4
日
（
金
）ま
で
、

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
は
6
月
6
日
（
日
）ま
で
行
い
ま
し
た
。
公
共
交
通
機

関
を
利
用
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関
係
者
の

方
々
へ
の
「
お
も
て
な
し
」と
し
て
、
新

千
歳
空
港
で
は
、
ゲ
ー
ト
を
出
た
方
に

ホ
テ
ル
や
Ｊ
Ｒ
ま
で
の
道
案
内
な
ど
を

行
い
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
で
は
、
各

宿
泊
施
設
へ
の
道
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

対
応
人
数
は
多
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
は
「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
」と
い
う
報
告
も
受
け
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト
～
茶
道
体
験
～

6
月
3
日
（
木
）か
ら
6
月
6
日
（
日
）の
間
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
茶
道
体
験
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
延
べ
36
名
の
日
本
文
化
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
4
日
間
を
と
お
し
て
約
2
0
0
名
の
会
議
参
加
者
等
に
お
茶

を
振
舞
い
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
方
々
へ
の
A
P
E
C
に
関
わ
る
情
報

発
信
の
一
環
と
し
て
、
３
Ｆ
サ
ロ
ン
に

「
A
P
E
C
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開

設
し
ま
し
た
。
回
転
式
の
情
報
ボ
ー
ド

に
、
A
P
E
C
に
関
連
す
る
市
民
向
け

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
や
、
A
P
E
C
参
加

国
・
地
域
の
紹
介
、
札
幌
の
国
際
会
議

誘
致
の
取
組
み
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
架
も
行
い
ま
し
た
。

私
が
所
属
し
た
情
報
発
信
班
で
は
、
道
民
の
皆
様
に
対
し
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

貿
易
担
当
大
臣
会
合
の
札
幌
開
催
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、
歓
迎
ム
ー
ド

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、会
合
関
係
者
に
北
海
道
・
札
幌
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
形
で
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
一
月

下
旬
よ
り
開
催
し
た
パ
ネ
ル
展
で
は
、
道
内
34
か
所
の
施
設
を
巡
回
し

ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
の
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
プ
レ

ス
ツ
ア
ー
で
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
や
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
施

設
な
ど
の
視
察
を
と
お
し
、
冬
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
の

魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
で
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
会
合
の
開
催
期
間
中
に
は
、
会
場
な
ど
に
お
い
て
関

係
者
の
方
々
へ
、
交
通
や
飲
食
・
観
光
等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
会
合
を
と
お
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
北
海
道
・
札
幌
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
交
流
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

多
文
化
交
流
部　

望
月　

康
広

1
月
か
ら
の
約
半
年
間
、「
2
0
1
0
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
貿
易
担
当
大
臣
会

合
北
海
道
・
札
幌
実
行
委
員
会
事
務
局
」へ
出
向
の
機
会
を
得
て
、
在
京
外

国
人
記
者
を
お
迎
え
し
た
事
前
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、
道
民
・
市
民
を
対
象
と

し
た
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
会
合
参
加
者
・
報
道
関

係
者
向
け
の
情
報
誌
な
ど
の
作
成
、ま
た
、会
期
間
中
に
は
各
エ
コ
ノ
ミ
ー

大
臣
や
高
級
実
務
者
を
お
招
き
し
た
地
元
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
記
念
植

樹
、
大
臣
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
準
備
や
実
施
に
携
わ
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
北
海
道
庁
、
札
幌
市
役
所
、
地
元
民
間
企
業
か
ら
の

職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、普
段
は
接
す
る
こ
と
が
な
い
業
種
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
携
し
た
業
務
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
で
き
今
後
に
つ
な
が
る
非
常
に
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

閣
僚
級
会
議
を
身
近
に
支
援
で
き
た
半
年
間
は
、
日
常
業
務
で
会
議

支
援
を
行
う
ビ
ュ
ー
ロ
ー
職
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
こ
の
経
験
を
糧
に
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー　

村
上　

一
也

A
P
E
C
貿
易
担
当
大
臣
会
合
北
海
道
・
札
幌
実
行
委
員
会
事
務

局
で
は
A
P
E
C
参
加
国
・
地
域
と
の
文
化
交
流
を
体
験
す
る
機
会

と
し
て
「
A
P
E
C
国
と
地
域
の
家
庭
料
理
教
室
」を
開
催
し
、
国
際

プ
ラ
ザ
に
所
属
す
る
国
際
交
流
員
も
講
師
と

し
て
協
力
し
ま
し
た
。
料
理
教
室
は
ロ
シ
ア

料
理
、
韓
国
料
理
、
中
華
料
理
、
米
国
料

理
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
料
理
の
計
5
回
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
家
庭
料
理
を
調
理
、
試
食
し
な
が
ら

A
P
E
C
参
加
国
・
地
域
の
生
活
や
文
化
を

身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

APEC
JAPAN
2010

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
A
P
E
C
）の
貿
易
担
当
大
臣
会
合
、

第
2
回
高
級
実
務
者
会
合
及
び
関
連
会
合
が
5
月
26
日
（
水
）か
ら

6
月
6
日
（
日
）ま
で
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
会
合
に
は
日
本
、
米
国
、
中
国
な

ど
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
21
カ
国
・
地
域
が
参
加
し
、
期
間
中
、
各

国
・
地
域
の
政
府
関
係
者
や
報
道
関
係
者
ら
計
1
，0
0
0
人
以
上

が
来
札
し
ま
し
た
。
今
年
は
日
本
が
15
年
ぶ
り
に
議
長
国
と
な
り
、

国
内
各
都
市
で
関
連
会
合
が
開
か
れ
ま
す
が
、
札
幌
で
の
会
合
は
最

初
の
閣
僚
会
合
と
な
り
、
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
貿
易
問
題
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
と
し
て
も
誘
致
の
段
階
か
ら
協
力
し
、
開
催
決
定
後

に
お
い
て
も
、
2
0
0
9
年
の
開
催
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
事
前
調

査
団
に
加
わ
る
な
ど
、
積
極
的
に
関
与
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
に
向

け
て
は
市
民
へ
の
情
報
発
信
、
事
務
局
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
今
年
1
月
か
ら
6
月
ま
で
は
職
員
2
名
を
A
P
E
C
貿

易
担
当
大
臣
会
合
北
海
道
・
札
幌
実
行
委
員
会
事
務
局
に
派
遣
し
、

国
際
プ
ラ
ザ
と
の
情
報
共
有
及
び
事
業
連
携
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
会
期
中
に
は
接
遇
、
連
絡
調
整
要
員
と
し
て
職
員
2
名
を
追
加
派

遣
し
た
ほ
か
、
5
日
（
土
）の
大
臣
配
偶
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
行
通

訳
と
し
て
も
支
援
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
連
携
、
協
力
は
開
催
に
向
け
て
の
機
運
を
高
め
、

「
A
P
E
C
貿
易
担
当
大
臣
会
合
」と
い
う
大
き
な
国
際
会
議
の
成

功
へ
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
国
際
プ
ラ
ザ
で
は

今
回
の
取
組
み
を
活
か
し
、
今
後
も
関
係
機
関
・
関
連
企
業
と
の
連

携
、
協
力
に
よ
り
、
国
際
会
議
誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

A
P
E
C
開
催
に
先
立
ち
、
4
月
22
日
（
木
）に
「
海
外
か
ら
の

ゲ
ス
ト
を
迎
え
る
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
」を
テ
ー
マ
に
国
際
情
勢

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を

迎
え
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
国
際
儀
礼
）を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
一
般
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
主
に
A
P
E
C
受

入
れ
を
担
当
す
る
道
庁
、
札
幌
市
職
員
な
ど
関
係
機
関
の
方
々
、
約

1
1
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

外
務
省
大
臣
官
房

儀
典
賓
客
室
長
の
柴

田
和
夫
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
国
旗
の

掲
揚
、
席
次
、
食
事

等
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

に
つ
い
て
具
体
例
を

交
え
な
が
ら
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
耳
を
傾
け
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
海

外
か
ら
の
お
客
様
を

お
も
て
な
し
す
る
た

め
に
必
要
な
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
を
熱
心
に
学

ば
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
会
期
中
に
い
つ
で

も
自
由
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
る
形
式
で
お
茶
と

お
菓
子
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
お
時
間
の
あ

る
方
に
は
お
点
前
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
外
国
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
を
介
し

て
説
明
を
し
た
り
質
問
に

答
え
る
な
ど
、
茶
道
に
つ

い
て
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
お
茶
会

や
着
物
姿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
、

実
際
に
お
茶
点
て
を
体
験
さ
れ
る
海
外
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
厳
粛
な
空
気
の
漂
う
会
場
で
し
た
が
、
抹
茶
や
和
菓
子
を
味
わ

い
つ
つ
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
会
議

参
加
者
の
方
々
も
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

多
く
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
4
日
（
金
）に
は
ム
ハ
マ
ド
・
ヌ
ー
ル
・
ヤ
コ
ブ
A
P
E
C

事
務
局
長
、
5
日
（
土
）に

は
上
田
文
雄
札
幌
市
長
と

高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
、

そ
し
て
6
日
（
日
）に
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
ム
ス
タ
バ
・
モ

ハ
メ
ド
大
臣
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
マ
リ
・
パ
ン
ゲ
ス
ト
ゥ

大
臣
、
ペ
ル
ー
の
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ペ
レ
ス
大
臣
が
次
々
に

訪
れ
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重

な
交
流
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

A
P
E
C
貿
易
担
当
大
臣
会
合 

札
幌
に
て
開
催

国
際
プ
ラ
ザ
も
積
極
的
に
協
力
！

ゲ
ス
ト
を
迎
え
る
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
研
修

〜
国
際
情
勢
講
演
会
開
催
〜

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
活
躍

〜
市
民
へ
の
情
報
発
信
〜

A
P
E
C
貿
易
担
当
大
臣
会
合
を
終
え
て

〜
事
務
局
へ
出
向
し
た
職
員
よ
り
〜

料
理
で
学
ぶ
5
ヵ
国
の
文
化

〜
A
P
E
C
事
務
局
事
業
へ
の
協
力
〜

市
民
に
よ
る
お
も
て
な
し

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
〜

新千歳空港にて

お茶を味わうマリ・パンゲストゥ大臣（インドネシア）

お茶点てを体験する参加者

JR 札幌駅にて
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コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業

札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
の
事
業
紹
介

コンベンションの誘致インセンティブ・ツアーの誘致「札幌ＭＩＣＥ総合戦略」と
「Sapporo MaxiMICE!」

地元コンベンション関連業界との連携

フィルムコミッション

JNTOの国際会議の選定基準

さっぽろＭＩＣＥ推進検討会議 国際観光コンベンションフォーラム

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
」と
し
て
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
学
会
や
国
際
会
議
、
総

会
な
ど
）を
札
幌
に
誘
致
す
る
こ
と
や
、
企
業
が
従
業
員
等
に
対
し
て
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
ツ
ア
ー

（
報
奨
・
研
修
を
目
的
と
す
る
旅
行
）を
札
幌
に
誘
致
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
観
光
目
的
で
は
な
く
、

会
議
出
席
や
報
奨
・
研
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国際会議等を札幌へ誘致するために、国
内外のコンベンション専門見本市に出展し
ています。特にタイのバンコクで開かれる
アジア最大規模の専門見本市「IT&CMA」
や、国内唯一の専門見本市「IME」（東京）
には毎年出展して、バイヤーと呼ばれる会
議主催者や企画会社と商談を行っておりま
す。そこで得られた有望な案件については

新たな企画提案を示すなど継続した情報発
信に努めております。

国際会議の開催については、JNTO（日
本政府観光局）が国内の実績を取りまとめ
ています。札幌は平成20年（1〜12月）には
77件、都市別では第8位と順位を上げまし
た。平成21年の実績は今年11月ごろに発
表される予定です。

国際プラザは、国内ではいち早くイン
センティブ・ツアーの誘致に取り組んで
きました。アジアでの北海道人気もあり、
韓国、台湾、香港を中心に大規模なイン
センティブ・ツアーが札幌や道内各地で
開催されています。

近年、期待の大きい中国市場からは、
インセンティブ・ツアーを取り扱う北京・
上海や香港のエージェントを招き、市内
のホテルや観光施設の視察など、旅行目
的地としての札幌・北海道の魅力や優位
性をPRしています。また、上海のインセ
ンティブ専門見本市の視察や北京市内の
企業訪問など、現地に赴いて情報収集や
人的ネットワークを拡大し、今後の誘致

戦略を検討しています。
また、インセンティブ・ツアーを受け入

れるホテルや飲食店等では「おもてなし」
に工夫をこらし、思い出に残る感動を提
供しています。こうしたことがリピーター
という個人旅行を誘発し、たくさんの人々
が札幌に再来する機会をつくっています。

世界レベルのMICE都市としての
成功を目指して、戦略性を持って
MICE推進に取り組んでいく必要性
から、札幌市は「札幌MICE総合戦
略（仮称）」を検討しています。

検討に際し、札幌コンベンション
ビューローでは協議・協力を行うと
ともに、キャッチコピー「Sapporo 
Max iMICE!」を提案しました。
MICE受入基盤や参加者の満足度
を最大化（=Maximize）していこう
との決意を込め、産業界との連携
も視野に、さまざまなMICE関連プ
ロダクトに使用していきたいと考え
ています

コンベンションやインセンティブ・ツアーの誘致には、市内コンベンション関連業界との連携が欠かせません。主催者に提供する「コ
ンベンション施設ガイド」や「プランナーズガイド」の発行、大規模コンベンションの誘致勉強会、コンベンションアカデミー（人材育成
事業）を実施するなど、これまでに受け入れ都市として備えるべき条件整備を進めてきました。今後もさらなる誘致拡大に向け、様々
な取り組みを行っております。

注1:「千里地区」は、大阪府の豊中市、吹田市、茨木市、高槻市、箕面市を含む。

注2:「つくば地区」は、つくば市、土浦市を含む。	

フィルムコミッションは主に国内外の
映画撮影の誘致に取り組んできましたが、
今年3月末に国際プラザから分離し、新た

に設立した「札幌北海道コンテンツ戦略機
構」が本事業を継続することになりました。

国際機関・国際団体（各国支部含む）又は国家機関・国内団体（各々の定義が明確ではないため
民間企業以外は全て）が主催する会議で

○参加者総数が50名以上
○参加国が日本を含む3カ国以上
　（外国人参加者数には、プレス関係者、在日外国人は含めない）
○開催期間（純粋な会議日数）が1日以上

「MICE」とは下記のとおり、それぞれ
の頭文字をとった総称です。「さっぽろ
MICE推進検討会議」は、「MICE」誘致拡
大のためには何が必要かを意見交換する
場として、市内コンベンション関連企業
110社で組織する「NPO法人コンベンショ
ン札幌ネットワーク」や、市内30ホテル

が加盟する「札幌市内ホテル連絡協議会」、国際プラザの三者で立ち上げまし
た。初回会合には観光庁から大滝昌平・国際会議担当参事官を招き、政府の

「MICEアクションプラン」について説明いただいております。地元行政機関の
オブザーバー参加のもと、具体的な戦略を打ち出していく計画です。

また、連携事業が全国区までに発展した
「国際観光コンベンションフォーラム」があ
ります。平成18年度から始めた同フォーラ
ムは、様々な角度からコンベンション振興
を議論する場として注目を集め、札幌開催
のみならず、一昨年は島根県松江市で、来
年3月には静岡県富士市での開催が予定さ
れています。

そうした中、観光コンベンションにおけ
る産学官の連携促進と課題研究を行うため
に、「日本コンベンション研究会」が発足し、
事務局を国際プラザ内に置いています。

Meeting

Convention

Incentive

Event/Exhibition

企業等のミーティング等。
例：グループ企業の役員会議
　　海外投資家向け金融セミナー等。

国際団体、学会、協会が主催する総会、
学術会議等。
例：APEC、生物多様性条約第10回締約
国会議(COP10)、世界建築会議、国際法
曹協会年次総会等。

企業が従業員やその代理店等の表彰や研
修などの目的で実施する旅行のこと。企
業報奨・研修旅行とも呼ばれる。
例：営業成績の優秀者に対し、本社役員
によるレセプション、表彰式等を行う。

文化・スポーツイベント・展示会・見本市。
例：東京国際映画祭、世界陸上競技選手
権大会、アジアバスケットボールリーグ、
東京モーターショー、国際宝飾展等。

16年 17年 18年 19年 20年
順位 都市 件数 順位 都市 件数 順位 都市 件数 順位 都市 件数 順位 都市 件数
1 東京23区 428 1 東京23区 357 1 東京23区 460 1 東京23区 440 1 東京23区 480
2 京都 170 2 京都 137 2 京都 154 2 京都 183 2 横浜 184
3 大阪 94 3 名古屋 108 3 福岡 126 3 横浜 157 3 福岡 172
4 名古屋 89 4 横浜 105 4 大阪 111 4 福岡 151 4 京都 171
5 横浜 82 5 福岡 97 5 名古屋 109 5 名古屋 109 5 名古屋 130
6 福岡 76 6 大阪 89 6 横浜 103 6 神戸 89 6 神戸 94
7 札幌 65 7 つくば地区 60 7 神戸 76 7 つくば地区 82 7 つくば地区 80
8 千葉 59 8 神戸 58 8 つくば地区 64 8 大阪 76 8 大阪 77
9 千里地区 58 9 札幌 54 9 千里地区 49 9 仙台 51 8 札幌 77
10 つくば地区 56 10 仙台 42 10 札幌 48 10 札幌 44 10 千葉 67
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※）観光庁ホームページより

Sapporo MaxiMICE!　ロゴ

札幌視察受入れ

北京企業訪問
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国際会議開催状況の他都市との比較（ＪＮＴＯコンベンション統計）

札幌の国際会議開催件数

※21年は暫定
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多文化共生事業

人材育成事業

交流サロンの役割

ボランティア制度
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。

札幌市の外国人登録人口は、毎年3%増加し、21年
度末で9,385名。うち留学生は近年10%以上の伸び
を示し、同年5月に1,294名となっています。

留学生については、大学側の受入強化が図られてお
り、今後、急増する見込みです。

こうした中、外国籍市民の方々が、安心、快適に生
活ができるよう、市民団体と連携して様々な事業を展
開しています。

外国籍市民のための「防災ツアー」、外国人の医療に
欠かせない医療通訳に関する「医療英語セミナー」を実
施したほか、「多言語FM放送」を昨年度は7月から1月
までの毎週金曜日に、市内4局のコミュニティ FMを通
じて、英語、中国語、ロシア語、韓国語で放送しまし

た。これらの事業は外国籍市民の方々の生活を支援す
る目的で行っており、今年度は新たに、携帯電話のメー
ル機能を使って、防災情報や生活情報を多言語で提供
できるシステムを構築中です。

また、国際プラザ外国語ボランティア「LINK」による
外国籍児童の学習支援や、札幌市まちづくりセンター
の協力を得て、同じ地域住民同士である外国人と市民
との懇談会「多文化共生キャラバン」を実施しています。

そのほか、在留資格変更、就労、交通事故などの法
律問題を抱える外国籍市民への支援として、法律セミ
ナーや無料法律相談会を、弁護士で組織する「外国人
法律支援ネットワーク」と連携して実施しています。

札幌市の友好都市である中国遼寧省瀋陽市の遼寧大
学漢語国際教育学院に札幌の大学生を派遣しています。
これまで4回、昨年の11名を含め合計41名の学生を派
遣しました。学生たちは出発前に事前研修を十分積み、
現地では様々な見聞を広めるとともに、語学研修、同
世代との相互理解を深めてきております。

この講座の修了生に対して、駐札幌中国総領事館か
ら「国費留学生枠」をいただけるようになりました。既に
3名の学生が昨年から国費留学生として中国北京市と
瀋陽市の大学で学んでおり、今年9月には、新たに1名
が中国へと出発する予定です。さらに、今年8月の市民

訪問団の瀋陽訪問の際には、彼らが携わることとなっ
ています。

今後、様々な面でつながりが深くなる中国と日本のイ
ンターフェースとして活躍する人材を、大学等と連携し
ながら育成してまいります。

また、札幌市内の小中学校が実施する総合学習の支援
を行っております。国際理解教育を推進する学校からの
要請に基づき、国際交流員を小学校や中学校などに派遣
したり、国際プラザ見学の受入れを行ったりしました。

それぞれの国の歴史や文化と、日本とのつながりを
紹介するなどし、グローバル化の時代であること、他
国の人とどのようによい関
係を保つか、を考えてもらう
機会としています。平成12
年度から実施しており、昨
年度は41校、2,930名の児
童・生徒に対応いたしました。

交流サロンは、年間約2万1千人の方々に利用されております。う
ち外国人の利用者は約4千4百人で2割強を占めています。

カウンターでは外国語ボランティアが様々な相談に対応しており、
その件数は年間約2千3百件、うち国際交流、生活一般に関する問
い合わせが上位を占め、全体の6割となっています。

また来館者同士が直接、情報交換を行えるようメッセージボード
を設置しており、年間約1千5百件の利用があります。2台設置して
いるインターネット端末は、年間約1千3百人の利用がありました。

そのほかには、外国籍市民が札幌で暮らすために便利な生活
情報キット、イベント情報やテレビ番組などを紹介する英文情報
紙「What’s on in SAPPORO」や英字タウン情報誌などを提供し
ているほか、海外新聞の閲覧も可能です。また、日本政府観光
局認定「ビジット・ジャパン案内所」機能も持っており、観光で訪
れた外国人のために札幌・北海道の観光相談、各種パンフレッ
トやマップなどを提供しております。

日本人市民に対しましては、札幌市、北海道の国際交流に関
する冊子や、市内の国際交流・協力団体の活動情報、ボランティ
ア制度、留学セミナー情報を提供しているほか、外国語を話す
機会として「レッツトーク事業」を実施しております。

特に「レッツトーク」は、学生など若い世代の方々により多く参
加してもらえるよう、事業の時間帯、曜日などを工夫しながら実
施しております。

さらに今年2月には、世界で約400カ所、日本では3カ所目とな
る「アメリカンコーナー」がジョン・
ルース駐日大使立ち会いのもと、
開設されました。DVD上映会や
英語での読み聞かせなど、この
コーナーを活用した様々な事業
を行うこととしております。

このように、サロンは様々な役割を担っておりますが、外国人
にとって容易に情報収集ができる場所であり、外国人の声を地
域社会につなぐパイプでもあります。また、日本人にとっても海
外や多文化への入り口となる場所です。小さなコーナーですが、
国際交流・多文化共生の窓口として、必要不可欠なものと考えて
おります。

国際プラザには「ホームステイボランティア」、「外国語ボランティア」、
「日本文化体験ボランティア」の3つのボランティア制度があります。

「ホームステイボランティア」は、167家庭が登録しています。昨年
度は、155名の外国人ゲストを迎えました。札幌市の姉妹都市 ポート
ランド市からの親善訪問団をはじめ、道内の各大学の留学生を受け入
れ、札幌と海外との絆を広げています。
「外国語ボランティア」は、現在16カ国語、471名が登録しています。

札幌時計台での案内や、さっぽろ雪まつり、スキーマラソンといった
行事やスポーツ大会、国際会議などのコンベンションの運営には欠か
せない存在となっています。昨年度は33事業延べ713名が活動したほ
か、国際プラザの3階サロン・カウンターでもインフォメーション業務
に 延べ745名が従事しています。
「日本文化体験ボランティア」は、45名が登録しています。国際プラ

ザに依頼のある日本文化体験派遣事業として、昨年度は9件 延べ110
名が活動しました。

また、今年開催されましたAPEC貿易担当大臣会合においても、外
国語ボランティア 延べ144名が札幌駅や新千歳空港で案内業務を、
また日本文化体験ボランティア 延べ36名が、会議会場で日本茶を提
供するなど、会議参加者への「おもてなし」で貢献しています。

ポートランド親善訪問団受入 時計台ボランティア

日本文化体験（着物） 日本文化体験（茶道）

案内業務（札幌駅にて） スキーマラソンへ派遣 APEC 会場にて日本茶を提供
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は
、
地
質
学
博
物
館
な
ど
を
訪
れ
ノ
ボ
シ
ビ
ル

ス
ク
で
発
掘
さ
れ
た
鉱
石
を
見
物
。
専
門
的
な
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　

25
日
は
シ
ベ
リ
ア
・
北
海

道
文
化
セ
ン
タ
ー
で
日
本
文

化
祭
に
参
加
。
約
３
０
０
名

も
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
民

に
日
本
文
化
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
日
午
後
に
は
、
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
国
立
教
育
大
学

を
訪
問
。
日
本
語
学
科
の
学

生
達
と
日
本
語
で
の
会
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
市
民
訪
問
団
に
参
加
し
て

い
る
北
海
道
国
際
音
楽
交
流

協
会
（
ハ
イ
メ
ス
）

と
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス

ク
国
立
グ
リ
ン
カ

記
念
音
楽
院
と
の

共
催
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
。
今
回
寄

贈
し
た
琴
の
音
色

が
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

26
日
午
前
は

レ
ー
ニ
ン
広
場
で

の
「
姉
妹
都
市 

札

幌
」
写
真
展
の
開

会
式
に
参
加
。
晴
天
の
中
、
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
幕
開

け
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
役
所
に
て
行
わ

れ
た
姉
妹
都
市
提
携
式
典
に
参
加
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

両
市
長
に
よ
る
再
調
印
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

場
所
を
移
し
て
祝
祭
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
。
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
ハ
イ
メ
ス
に
よ
る
琴
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
の
夜
は
国
際
プ
ラ
ザ
主
催
の
夕
食
会
を
実
施
。
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
か
ら
の
招
待
者
約
30
名
に
加
え
て
、
市
民
訪
問
団
の

ほ
か
札
幌
か
ら
の
訪
問
団
（
市
長
団
、
議
員
団
、
よ
さ
こ
い

訪
問
団
）も
集
ま
り
、

賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

最
終
日
27
日
は

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
「
ま
ち
の
日
」
開

会
式
に
参
加
。
野
外

ス
テ
ー
ジ
上
で
の
歌

や
踊
り
の
華
麗
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観

覧
し
ま
し
た
。
午
後

は
シ
ベ
リ
ア
・
北
海

道
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
ロ
シ
ア
文
化
祭
に
参
加
。
ロ
シ
ア
の

伝
統
的
な
音
楽
や
民
族
衣
装
に
ふ
れ
な
が
ら
、
最
後
の
交
流

を
満
喫
し
ま
し
た
。

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
か
ら

訪
問
団
が
来
札
！

7
月
～
8
月
上
旬
に
か
け
て
、
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
か
ら
４

つ
の
訪
問
団
が
次
々
に
来
札
し
ま
す
。
第
１
団
は
、
7
月
5
日

～
13
日
に
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
小
学
校
訪
問
団
」（
小
学
生
と
そ

の
親
達 

全
10
名
）が
来
札
。
札
幌
市
の
小
学
校
を
訪
問
し
ゲ
ー

ム
や
歌
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
団
と
し
て
は
、
7
月
17
日
～
28
日
に
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス

ク
日
本
語
青
年
訪
問
団
」（
日
本
語
を
学
ぶ
青
年
達 

全
21
名
）

が
来
札
し
ま
す
。
大
学
訪
問
な
ど
の
交
流
事
業
の
ほ
か
、
市
民

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
を
知
る
ミ
ニ
・
セ
ミ

ナ
ー
＆
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
ロ
シ
ア
語
ユ
ー
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
」、「
カ

ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
０
参
加
事
業 

ロ
シ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
」

も
実
施
し
ま
す
。

第
３
団
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
長
訪
問
団
」、
第
４
団
「
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
市
民
訪
問
団
」は
８
月
上
旬
に
来
札
。
こ
の
期
間
中

に
は
、
姉
妹
都
市
提
携
記
念
式
典
や
祝
賀
会
の
ほ
か
、
姉
妹
都

市
提
携
２
０
周
年
を
記
念
し
て
の
「
第
20
回
ロ
シ
ア
語
詩
の
つ

ど
い
」や
「
詩
の
朗
読
と

音
楽
の
夕
べ
」な
ど
の
市

民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
！

各
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
プ
ラ
ザ
だ
よ
り
」や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
皆
様
も
、
過
去
最

大
の
ロ
シ
ア
月
間
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

6
月
16
日
（
水
）か
ら
22
日
（
火
）に
、
札
幌
地

下
街
オ
ー
ロ
ラ
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
札
幌
姉
妹
都

市
協
会
主
催
の
「
札
幌
の
姉
妹
都
市
紹
介
パ
ネ
ル

展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

札
幌
の
4
つ
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
、ア
メ
リ
カ
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
、

中
国
・
瀋
陽
市
、
ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市

を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
約
80
枚
と
、
各
都
市
の

歴
史
、
み
ど
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
、
暮
ら
し
な
ど
を

解
説
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
瀋
陽
と
友
好
都
市
提
携
30
周
年
、

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
と
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
の

年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら 

、
両
市
の
写
真
パ
ネ
ル

を
中
心
に
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

5
月
24
日
（
月
）国
際
プ
ラ
ザ
5
Ｆ
ホ
ー
ル
で
「
ア
メ
リ
カ
ン

コ
ー
ナ
ー
開
設
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ナ
ー
に
配
架
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
か
ら
在
札
幌
米
国
総
領
事
館

の
選
択
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

こ
と
で
、
映
画
か
ら
読
み
取
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
時
代
背
景
な
ど
を

理
解
し
、
学
び
を
深
め
る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
、
28
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
映
画
『
地
上
よ
り
永
遠
に
』（F

rom
 H

ere to 
E
ternity

）を
日
本
語
字
幕
付
き
で
観
賞
し
、
そ
の
後
映
画
背
景

等
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
領
事
が
解
説
を
行
い
、
領
事
と

参
加
者
の
間
で
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
・

シ
ナ
ト
ラ
な
ど
の
出
演
俳
優
の
役
柄
や
出
演
の
背
景
、
映
画
製
作

の
裏
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ハ
ワ
イ
で
の

ア
メ
リ
カ
陸
軍
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
主
に
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
テ
イ
ラ
ー

領
事
の
実
体
験
に
基
づ
く
、
熱
心
で
人
の
心
に
訴
え
か
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
参
加
者

の
心
を
強
く
う
ち
、

参
加
者
も
そ
れ
ぞ

れ
に
戦
争
と
平
和
、

特
に
戦
争
後
の
ア

メ
リ
カ
と
日
本
の

友
情
な
ど
に
つ
い

て
思
い
を
真
剣
に

発
表
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
中
国

人
留
学
生
も
参
加

し
て
お
り
、
国
の

単
位
を
越
え
て
個

人
が
普
遍
的
に
持

つ
平
和
へ
の
思
い

を
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■
絵
本
よ
み
き
か
せ

6
月
12
日
（
土
）に

国
際
プ
ラ
ザ
3
Ｆ
サ

ロ
ン
で
「
ア
メ
リ
カ
ン

コ
ー
ナ
ー
開
設
記
念

絵
本
よ
み
き
か
せ
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
12
組

の
児
童
と
そ
の
保
護

者
が
参
加
さ
れ
、
総

勢
27
名
と
な
り
ま
し

た
。
在
札
幌
米
国
総
領
事
館
ダ
ー
ナ
・
ウ
ェ
ル
ト
ン
総
領
事
が

ま
ず
は
日
本
語
で
絵
本
を
読
み
、
同
じ
絵
本
の
英
語
版
を
読
み

聞
か
せ
る
と
い
う
方

法
で
、
優
し
い
声
で

子
供
た
ち
に
語
り
か

け
ま
し
た
。
一
冊
目

は
エ
ズ
ラ
・
ジ
ャ
ッ

ク
・
キ
ー
ツ
の
「
ゆ

き
の
ひ
」、
二
冊
目

は
「
月
夜
の
み
み
ず

く
」で
し
た
。
子
供

た
ち
は
日
本
語
で
内

容
を
理
解
し
た
後
、

聞
こ
え
て
き
た
英
語

に
は
新
鮮
な
驚
き
が

あ
る
よ
う
で
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
絵
本
の
絵
も
美

し
く
、
小
さ
な
絵
本

な
が
ら
も
広
が
る
大

き
な
世
界
に
大
人
も

魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

札
幌
の
姉
妹
都
市
紹
介

パ
ネ
ル
展

サロンが大盛況

〜アメリカンコーナーイベント〜
今年２月４日に国際プラザサロンに開設しました「アメリカンコーナー」。500冊近い
書籍やＤＶＤもあり、アメリカの文化を理解する絶好のチャンスです。国際プラザで
は、在札幌米国総領事館と共催でさまざまなイベントを企画しております。ここで、
その内容をご紹介します。

札幌・ノボシビルスク
姉妹都市提携20周年

ノボシビルスク国立教育大学

ハイメス・グリンカ音楽院共催記念コンサート

ロシアの伝統儀式（ロシア文化祭）

ノボシビルスク小学校訪問団　札幌到着！
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コンベンショ
ン

く
の
都
市
ビ
ュ
ー
ロ
ー
お
よ
び
企
業
の
共
同
出

展
を
得
て
、
会
場
中
央
部
を
占
有
す
る
日
本
ブ
ー

ス
は
、過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

札
幌
コ
ー
ナ
ー
は
、
冬
・
雪
を
テ
ー
マ
に
雪
だ

る
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
配
置
し
、
い
す
の
背
も

た
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
、

独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
多
く
の
参
加
者
の
目

を
引
き
ま
し
た
。　

初
出
展
な
が
ら
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
主
催
者
や
旅
行
会
社
を
中
心
に
32
件

の
商
談
を
行
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
重

要
と
さ
れ
る
中
国
に
お
い
て
新
た
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
足
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
最
大
限
に
活
用
し
、
中
国
か
ら
の
誘
客
増
大

へ
向
け
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
台
湾
、
香
港
、
韓
国
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
地
域
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
誘
致
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
誘
致
活
動
に
よ
り
前
述
地
域

か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
も
年
々
増
え
、

札
幌
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
開
催
地
と
し

て
の
人
気
が
定
着
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。　

去
る
5
月
10
日
（
月
）に
は
、
台
湾
の
不
動
産

会
社
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
が
開
催

さ
れ
、
総
勢
1
，0
4
9
名
が
５
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
来
道
し
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
で
は
ミ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
と
と
も
に
新
千
歳
空

港
に
て
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。　

一
行
は
、
4
泊
5
日
の
行
程
で
登
別
、
函
館
、

洞
爺
湖
、小
樽
な
ど
を
訪
れ
、札
幌
滞
在
中
に
は
、

狸
小
路
商
店
街
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
大
通
公

園
見
学
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

2
0
0
9
年
5
月
よ
り
、
同
ツ
ア
ー
取
扱
旅
行
会

社
に
対
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
誘
致
活
動
を
開
始

し
、
本
年
2
月
に
開
催
さ
れ
た
同
社
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
総
勢
1
，1
9
8
名
）開
催
時
に

も
空
港
歓
迎
お
よ
び
記
念
品
提
供
な
ど
の
受
入
支

援
を
行
い
ま
し
た
。　

同
社
は
、
7
月
に
も
、
北

海
道
に
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、

約
7
0
0
名
が
、
十
勝
、
富
良
野
、
札
幌
な
ど
を

訪
れ
る
予
定
で
す
。
同
ツ
ア
ー
取
扱
旅
行
会
社
担

当
者
に
よ
り
ま
す
と
、北
海
道
の
雄
大
な
大
自
然
、

美
し
い
景
色
、
新
鮮
な
海
の
幸
は
、
台
湾
で
も
根

強
い
人
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。　

札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
今
後
も
、
あ

た
た
か
い
お
も
て
な
し
の
心
で
支
援
活
動
を
続

け
、
札
幌
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
誘
客
増
大
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

I
T
&
C
M
 C
h
i
n
a
 2
0
1
0
出
展

中
国
市
場
へ
札
幌
を
ア
ピ
ー
ル

台
湾
・
不
動
産
会
社

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
札
幌
開
催

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

現
在
、
新
規
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
と
し
て
中
国
か

ら
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
4
月
7
日
（
水
）

よ
り
3
日
間
に
わ
た
り
、
中
国
・
上
海
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
たIncentive T

ravel &
 

C
onvention M

eetings C
hina 2010 

（
以

下
、IT

&
C

M
 C

hina  2010

）に
出
展
参
加
し
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

IT
&

C
M

 C
hina  2010

は
、
35
カ
国
、
約

3
0
0
名
の
バ
イ
ヤ
ー
と
20
カ
国
・
地
域
、
約

2
0
0
団
体
お
よ
び
企
業
が
参
加
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
旅
行
・
国
際
会
議
等
の
専
門
見
本
市

で
す
。
M
I
C
E
市
場
に
お
い
て
著
し
い
成
長

を
遂
げ
て
い
る
中
国
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
国
市
場
へ
の
誘
致
活
動
を
行
う
上
で
、
有
益

な
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
国
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
V
J
C
）の
一
環
と
し
て
、
多

市
民
交
流

6
月
18
日
（
金
）、
国
際
プ
ラ
ザ
5
Ｆ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」が

開
催
さ
れ
、
約
70
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
7
月
に
任
期
を
終
え
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際

交
流
員
メ
ー
ガ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
、
皆
様

へ
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
行
っ
た
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

講
演
で
は
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
文
化

の
影
響
～
ア
メ
リ
カ
に
日
本
の
漫
画
?!
～
」と

題
し
、
漫
画
を
初
め
と
し
た
日
本
の
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
ど
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
区
別
の
な
い「
ア
ニ
メ
」「
漫
画
」「
カ
ー

ト
ゥ
ー
ン
」と
い
う
言
葉
の
違
い
に
つ
い
て
、
ア

メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
時
代
背
景
の
説
明
を

加
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
名
作
と
い
わ
れ
る
映
画
や
有
名

な
漫
画
が
与
え
る
意
外
な
影
響
が
た
く
さ
ん
紹

介
さ
れ
、
感
心
す
る
声
が
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

講
師
が
日
本

に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
と

な
っ
た
「
漫
画
」

を
テ
ー
マ
に
熱

く
語
ら
れ
た
講

演
は
、
講
師
・

参
加
者
の
ど
ち

ら
の
心
に
も
残

る
も
の
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

6
月
2
日
（
水
）

か
ら
29
日
（
火
）ま

で
の
間
、「
レ
ッ

ツ
ト
ー
ク
英
語
6

月
ナ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
が
週
に

1
度
、
合
計
5
回

に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
水
曜

日
の
昼
時
間
帯
に

行
っ
て
い
る
通
常

の
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク

英
語
に
来
ら
れ
な
い
方
を
対
象
と
し
、
各
回
約

30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
フ
ラ

ン
ス
の
方
や
中
国
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
、

在
札
幌
米
国
総
領
事
館
の
ジ
ョ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

領
事
も
参
加
さ
れ
た
会
が
あ
っ
た
り
と
国
際
色

豊
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
員
の
メ
ー
ガ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
違
い
」、「
ア
メ
リ

カ
の
ス
ラ
ン
グ
」な
ど
、
毎
回
違
う
テ
ー
マ
で

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
参
加
者
の
方
々

は
英
語
表
現
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
ペ
ア
に

な
っ
て
会
話
練
習
を
し
た
り
、
チ
ー
ム
に
な
っ

て
寸
劇
を
披
露
し
た
り
な
ど
様
々
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
多

少
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
積
極
的
に
活
動
に

参
加
さ
れ
、
日
頃
の
英
語
学
習
の
成
果
を
試
す

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

日
本
の
ア
ニ
メ
を

テ
ー
マ
に
講
演

〜
ア
メ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
〜

夜
間
も
開
催

〜
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
英
語
ナ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

時
間
が
経
つ
の
は
早
い
と
分
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
2
0
0
6
年
の
秋
に
国

際
交
流
員
と
し
て
札
幌
に
着
任
し
た
時
は
、

4
年
間
が
「
あ
っ
と
言
う
間
に
」経
っ
て
し
ま

う
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
退
任
挨
拶
を
書
き
な
が
ら
、
こ
の
4

年
間
は
人
生
の
中
で
大
切
な
も
の
に
な
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
、
社
会
的
な
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
か
ら
偉
い
人
た
ち
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
な
人
々
と
出
会
い
、
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
よ
う
な
幅
広
い
仕
事
の
お
か
げ
で

毎
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

札
幌
で
仕
事
や
生
活
を
し
て
、
自
国
ド
イ
ツ

の
独
自
性
に
も
気
が
付
き
ま
し
た
し
、
日
本
の

特
徴
も
い
ろ
い
ろ
分
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
4

年
間
で
身
に
付
け
た
知
識
を
今
後
に
生
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
・
札
幌
で
過
ご
し
た
4
年
間
が
人
生
の

素
晴
ら
し
い
一
時
期
に
な
っ
た
こ
と
は
、
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
た
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
深
い
感
謝
を
込
め
て

国
際
交
流

員
と
し
て

の
最
後
の

挨
拶
に
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

札
幌
に
着
い
て
か
ら
２
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
藻
岩
山
の
紅

葉
。
夏
の
大
通
公
園
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
。
冬
の

凍
っ
た
道
を
転
ば
ず
に
走
れ
た
時
の
喜
び
。
緑

豊
か
な
春
の
穏
や
か
な
雰
囲
気
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
方

た
ち
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
助
け
て

く
れ
た
忍
耐
強
い
同
僚
、
私
と
同
じ
経
験
を
し

て
い
る
ほ
か
の
４
カ
国
の
国
際
交
流
員
、
私
の

顔
を
覚
え
て
く
れ
た
店
員
や
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
エ

イ
ト
レ
ス
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
レ
ッ
ツ･

ト
ー

ク
英
語
に
参
加
し
て
く
れ
た
方
々
。
本
当
に
忘

れ
ら
れ
な
い
２
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
は
ア
メ
リ
カ
で
外
交
官
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、
海
外
で
の
は
じ
め
て
の
マ
イ
ホ
ー

ム
は
札
幌
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
札
幌
の
町
に
、

そ
し
て
札
幌
に
住
ん
で
い
る
人
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
で
は
一
期
一
会
と
言
い

ま
す
が
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

ス
ヴ
ェ
ン
・
ト
ラ
シ
ェ
フ
ス
キ
さ
ん
と
メ
ー
ガ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ド
さ
ん
が
任
期
を
終
え
、
退
任
し
ま
す
。
札
幌
市
国
際
交
流
員

と
し
て
の
思
い
出
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ヴ
ェ
ン
・
ト
ゥ
ラ
シ
ェ
フ
ス
キ
さ
ん

メ
ー
ガ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん

国
際
交
流
員
の
退
任
挨
拶
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韓
国
メ
デ
ィ
カ
ル
視
察
団
の
受
け
入
れ

～
韓
国
地
方
医
療
院
連
合
会
・
院
長
団
：
海
外
視
察
研
修
～

国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
0
開
催

４
月
６
日
（
火
）か
ら
10
日
（
土
）の
日
程
で
、

韓
国
の
地
方
医
療
院
連
合
会
か
ら
、
海
外
に
お

け
る
医
療
現
状
の
把
握
と
研
修
を
目
的
と
し
た

海
外
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
、
連
合
会
の
病

院
長
視
察
派
遣
団
15
名
が
、
北
海
道
を
訪
れ
ま

し
た
。
今
回
の
北
海
道
研
修
の
内
、
札
幌
で
の

視
察
は
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
『
地
域

完
結
型
医
療
』を
目
指
す
市
立
札
幌
病
院
を
訪
問

し
ま
し
た
。
市
立
札
幌
病
院
で
は
、
道
内
で
唯

一
（
国
内
で
は
、
32
医
療
機
関
）の
第
一
種
感
染

症
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
感
染
症
病

棟
」や
札
幌
市
内
に
４
施
設
（
北
海
道
内
９
施
設
）

あ
る
内
の
ひ
と
つ
「
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
」で
、

3
月
9
日
（
火
）
～
10
日
（
水
）、
北
海
商
科

大
学
に
て
「
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
0
」が
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
研
究

会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
全
体
テ
ー
マ
は
『
新
た
な
M
I
C
E
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
』。
基
調
講
演
と
し
て
、
札
幌
市

の
姉
妹
都
市
で
も
あ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
発
祥
の

国
際
機
関
、
グ
リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
産
業
協
議

会
（
G
M
I
C
）会
長
の
エ
イ
ミ
ー
・
ス
パ
ト
ゥ

リ
サ
ノ
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。『
世
界
の
潮
流

〜
環
境
配
慮
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
』を
テ
ー
マ
に
、

持
続
可
能
な
視
点
か
ら
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
を

変
革
す
る
た
め
に
活
動
し
て
き
た
経
緯
や
、
環
境

配
慮
型
理
念
の
提
案
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
全
体
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
た
な
M
I
C
E
」

に
つ
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
現
状
の
取

り
組
み
と
課
題
を
紹
介
し
、
地
域
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
る
こ

と
、
M
I
C
E

の
様
々
な
可
能

性
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し

た
。
今
回
は
新

た
に
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
の

場
を
設
け
、
よ

り
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
視
点
か

ら
観
光
コ
ン

高
度
な
専
門
の

医
療
機
器
を
見

学
し
、
公
立
の

総
合
病
院
に
お

け
る
高
次
な
感

染
症
対
応
や
救

急
医
療
に
関
し

て
、
更
に
は
公

立
医
療
機
関
と

し
て
の
、
地
域

連
携
体
制
な
ど

に
関
し
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
医
療
法
人
社
団
“
静
和
会
”の
協

力
に
よ
り
、介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
「
エ
ル
・

ク
ォ
ー
ル
平
和
」・
介
護
医
療
を
担
う
「
平
和
病

院
」・
自
宅
療
養
や
在
宅
支
援
な
ど
の
活
動
も
行

う
「
平
和
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」の
３
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。
近
年
、
韓
国
の
医
療
現

場
に
お
い
て
も
、
急
速
に
深
刻
化
し
て
い
る
“
高

齢
介
護
福
祉
医
療
”。
そ
の
現
状
と
、
民
間
の
医

療
機
関
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
“
介
護
・
療
養
・

診
療
・
リ
ハ
ビ
リ
”の
一
貫
し
た
包
括
的
な
医
療

活
動
に
関
し
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

今
回
の
視
察
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
受
入
施

設
の
紹
介
や
依
頼
・
調
整
な
ど
の
支
援
を
い
た

し
ま
し
た
。
現
在
、
注
目
度
・
重
要
度
の
高
い

メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、
様
々
な

関
連
分
野
と
の
連
携
・
協
力
を
活
か
し
、
今
後

も
積
極
的
に
受
け
入
れ
支
援
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
を
通
じ
て
、
地

域
の
医
療
向
上
・
発
展
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。

ベ
ン
シ
ョ
ン
を

捉
え
、
幅
広
い

テ
ー
マ
に
つ
い

て
発
表
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に

は
、『
韓
国
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
飛
躍
～
日
本

が
学
ぶ
べ
き
も

の
』、『
学
び
観

光
～
北
海
道
か
ら
の
発
信
』、『
地
域
M
I
C
E

の
可
能
性
～
M
I
C
E
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
』
の

テ
ー
マ
で
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
発
表
者
を
中

心
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
に
実
施
さ
れ
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
用
天
然
芝
の
入
れ
替
え
を

終
え
た
札
幌
ド
ー
ム
の
見
学
と
、
冬
の
体
験
と

し
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
を
行
な
い
、
ま
だ

雪
の
残
る
森
を
歩
い
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
韓
国
か
ら
も
参
加
者
登
録
が
あ
り
、

過
去
最
高
の
1
4
0
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
日
本
だ

け
で
な
く
国
際
的
な
情
報
交
換
・
情
報
発
信
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
同
研
究
会

の
事
務
局
を
N
P
O
法
人
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
札

幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
同
で
担
い
、
産
学
官
の

連
携
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

次
回
は
静
岡
県

富
士
市
で
の
開

催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

札幌コンベンションビューローでは、札幌市内で開催が予定されている主なコンベンションで、主催者側から公表が許可されている
もののみ、ホームページ上の「コンベンションカレンダー」にて公開しております。コンベンションカレンダーは半期に一度更新を
おこなっており、約 1 年先までの開催情報だけではなく、既に開催された過去の情報も提供しております。
http://www.conventionsapporo.jp/j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション

8 月 国際ワークショップとチュートリアルセミナー「特異拡散と動く界面」

8 月 第 35 回 偏微分方程式論札幌シンポジウム

8 月 第 10 回 アジア・太平洋災害医学会 （300 名） 

8 月 Universality and Scaling Limits in Probability and Statistical Mechanics

9 月 第 23 回日本動物細胞工学会 2010 年度国際大会 (JAACT2010) （250 名） 

9 月 第 12 回氷の物理と化学国際会議 （300 名） 

9 月 International Society of Air Safely Investigators(ISASI2010 Conference) （300 名） 

10 月 第 5 回 Alfven Conference on Solar wind interaction with non-magnetized planets/moons and its influence on planetary （200 名） 

11 月 Mathematical Aspects of Image Processing and Computer Vision 2010(MAIPCV2010)

コンベンションカレンダー2010年 8月～ 2010年 11月

国内コンベンション

8 月 第 21 回 日本心エコー図学会学術集会 （700 名） 

9 月 土木学会平成 22 年度全国大会・第 65 回年次学術講演会 （7000 名） 

9 月 日本土壌肥料学会 2010 年大会 （1000 名） 

9 月 日本原子力学会 2010 年秋の大会 （1200 名） 

9 月 第 40 回日本口腔インプラント学会総会・学術大会 （4000 名） 

10 月 日本鋳造工学会　第 157 回全国大会 （1000 名） 

10 月 第 48 回 日本社会保険医学会 総会 （1200 名） 

10 月 第 20 回日本産業衛生学会 産業医・産業看護全国協議会 （700 名） 

11 月 第 17 回日本航空医療学会総会 （500 名） 

11 月 プラズマ・核融合学会 第 27 回年会 （600 名） 

札幌国際プラザ・コンベンションビューロー
TEL:011-211-3675
FAX:011-232-3833
E-mail:convention@plaza-sapporo.or.jp
http://www.conventionsapporo.jp/j/ 　

（東京事務所）
〒100-0006　東京都千代田区有楽町2丁目
	 10番1号 東京交通会館3階
TEL:03-3216-5090
FAX:03-3216-5199

■問い合わせ先

当ビューローでは、独自のコンベン
ション誘致・シティ PR 活動を行うと
ともに、具体的にコンベンション開催
をご検討される主催者の皆さまに心の
こもったコンサルティング・サービス
を展開しています。電話・FAX・電子
メールのほか、ウェブサイトに設置の
オンライン・フォーム（日本語、英語）
をぜひご利用ください。

コンベンション誘致・
開催支援に関する
各種お問合せ

札幌コンベンションビュー
ローでは、海外へ向けた札幌
MICEの発信と、札幌の持つ新
たな魅力開拓の観点から、英文
ニュースリリースの執筆を英国
出身ライター、リチャード・ホ
プキンズ氏に依頼しています。

同氏は、世界三大広告賞のひとつであるカンヌ・ゴー
ルデン・ライオンズ賞を受賞するなど、英国の広告業
界を舞台に第一線で活躍後、2002年、札幌に移住。
札幌で暮らす英語話者や旅行者をターゲットにしたバ
イリンガル・マガジン「Sapporo Source」を創刊し、
編集長を務めています。新たな視点でとらえた札幌の
魅力を掲載した同誌は、日本人読
者も獲得し、人気を博しています。

札幌コンベンションビューロー
では、札幌の街がもつ魅力と、全
国に先駆けたユニークなMICE取組
実績などを広く世界に向けて発信
していくことで、次なるMICEの誘
致につなげていきたいと考えてい
ます。

札 幌 コ ン ベ ン シ ョ ン
ビューローでは、市内で開
催されるMICE参加者をお
迎えするためのグッズを各
種ご用意しています。

「 P O R O C A （ ポ ロ
カ）」は、札幌でのMICE参加者がいろいろな優待
を受けられるカードです。市内15カ所にのぼる観
光施設を優待価格で利用できます。また、日英併
記になっていますので、海外からの参加者にもス
ムーズにお使いいただけます。

また、空港等では、市外からの参加者の皆様をオ
リジナルのスタンドバナーにてお迎えします。モエ
レ沼公園ガラスのピラミッドや前田森林公園など札
幌の景勝地をあしらったデザインで、札幌滞在の幕
開けを爽やかに演出します。

札幌コンベンションビュー
ローでは、主催者のご要望に応
じて、POROCAの提供およびバ
ナーの出張を行っておりますの
で、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

札幌MICEの“旬”を伝える

札幌在住英国人ライター
リチャード・ホプキンズ氏

札幌でのMICE開催を歓迎します

POROCA、歓迎バナーの紹介

英文ニュースリリースは
ビューローのホームページ
に掲載しています。

リチャード・ホプキンズ氏
携帯にも便利、名刺サイズの POROCA

歓迎バナー
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25ヶ国以上の留学生と異文化交流、
多文化の共有を体験できる日本語学校です。

㈶日本語教育振興協会認定校 

Japanese Language Institute of Sapporo

〒064-0806札幌市中央区南６条西２６丁目２番７号 
地下鉄円山公園駅徒歩７分 
TEL.011-562-7001  FAX.011-562-7002 
http://www.jli.co.jp/   E-mail：info@jli.co.jp 

教育訓練給付制度適用
（コース修了後、授業料の20％、最大10万円が戻ります。）

※入学時期は４月、１０月の年2回。 
●無料で入学案内をお送り致します。お気軽にお問い合わせ下さい。 

あなたのご都合に合わせた2コース あなたのご都合に合わせた2コ ス 

日本語教師養成講座 外国人のための日本語 
JAPANESE FOR FOREIGNERS 
■大学進学コース■一般日本語コース 

■専科（6ヵ月間集中） 
■本科（午前・午後） 

説明会随時実施中！ 

　国際プラザ3Fサロンでは、「外
国コインの回収箱」を設置して
おります。この外国コイン募金
は海外旅行などで余った外貨を
集め、ユニセフの活動資金にあ
てられるものです。
回収箱には日本円のほか、諸外
国のコイン、紙幣が多数よせら
れました。お預かりした、コイ
ンや紙幣は、日本ユニセフ協会
へ送金させていただきました。
　サロンでは今後もこの募金箱
を設置しておりますので、引き
続きご協力よろしくお願い致し
ます。

ユニセフ外国コイン募金

http://www.unicef.or.jp/cooperate/coop_coin.html

この度、交流サロンをリニューアルい
たしました。間仕切りを動かすことに
よって広い空間を確保し、様々な事業
にも対応できるようになりました。是
非ご来館ください。

ご協力ありがとうございますサロンを
リニューアルしました

賛助会員募集

新規会員募集中
国際プラザは皆様のご支援、ご協力
に支えられて、様々な事業を実施し
ています。会員の皆様には、プラザ
主催のイベント、セミナー、講演会
のご案内や優先受付などの特典があ
ります。多くの皆様のご入会をお待
ちしております。

○個人会員／一口　３千円
○団体会員／一口　２万円

賛助会員PRコーナー
年間約２万１千人が利用する国際プラザの3F交流サロン内に、Ａ
４パンフレットを配架できる賛助会員専用のスペースがありま
す。営業宣伝などにご利用いただけます。

○年間契約／２万円
○短期契約／１ヶ月２千円（最低利用期間３ヶ月）

【お問い合わせ】

国際プラザ総務課

電話:011-211-3670
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